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公益財団法人テクノエイド協会
ニーズ・シーズマッチング交流会2026 出展について

出展機器名
院内移動支援 自動運転機能付き電動車椅子 
— aWalk formal WH-01をベースとした開発プログラム —

開発の目的
本機器は、病院や福祉施設などの屋内環境において、歩行に不安がある方や車
椅子を利用する方が、受付・診察室前・会計などへ安全に移動できることを目
指した、自動運転支援機能付き電動車椅子です。
従来の電動車椅子は、利用者本人の操作能力や介助者の有無により、移動でき
る範囲が左右されることがあります。特に病院内では、受付後の移動、診察室
前での待機、会計への移動など、短距離であっても不安や負担を感じる場面があ
ります。
本開発では、音声指示、院内マップ、センサー、停止位置マーカーを組み合わせ、
利用者が座ったまま目的地付近まで移動できる仕組みを検討しています。

想定している対象者
・病院や福祉施設内での移動に不安がある方 
・長距離歩行が難しい方 
・車椅子を利用している方 
・高齢により院内移動に負担を感じる方 
・介助者が常に同行できない場面がある方 
・受付、診察室前、会計などの移動を安全に行いたい方

想定している利用場面
・受付から診察室前までの移動 
・診察室前での安全停止と待機 
・診察後、会計前までの移動 
・検査室、リハビリ室、薬局前などへの院内移動 
・施設内の決められたルートでの移動支援

現段階での運用方針
本システムは、完全自動で診察室内まで入ることを前提とせず、まずは共用通路
における安全な自動移動を目指します。
受付から診察室前、会計前など、比較的ルート化しやすい範囲では自動走行を
行います。一方、診察室内はドアの開閉、人の出入り、室内レイアウトの変化、
医師・看護師の判断が必要な場面が多いため、診察室前で自動運転を終了し、
その先は本人の手動操作、または看護師・介助者による手押し操作に切り替え
る運用を想定しています。
これにより、安全性を優先しながら、現場に導入しやすい段階的な自動化を目
指します。

主な機能
・音声指示による目的地指定 
・院内マップに基づくルート案内 
・受付、診察室前、会計前などへの自動走行 
・停止位置マーカーによる安全停止 
・LiDAR、深度カメラ、超音波センサーによる障害物検知 
・歩行者や車椅子、点滴スタンドなどの検知 
・緊急停止ボタンによる物理的停止 
・本人操作への切替 
・介助者による手押しモードへの切替 
・自動走行中であることを周囲に知らせるLED・音声案内

当該製品のセールスポイント
本機器の特徴は、「すべてを自動化する」のではなく、「安全に任せられる範
囲を自動化する」点です。病院内では、完全自動走行よりも、安全停止、手動
切替、介助者操作との連携が重要になります。本システムでは、受付から診察
室前までを自動走行の対象とし、診察室内への入室は人の判断を残すことで、
安全性と現場運用のしやすさを両立します。また、ベース機体には軽量・コン
パクトで折りたたみ可能な電動車椅子を想定し、病院・クリニック・介護施設
などで導入しやすいサイズ感を重視します。

交流会で意見を聞きたい内容
・院内移動で不安に感じる場面 
・自動走行してほしい区間 
・自動ではなく人の判断を残してほしい場面 
・診察室前での停止位置や待機方法 
・音声案内や警告音のわかりやすさ 
・自動走行中であることを周囲へ知らせる方法 
・本人操作と介助者操作の切替方法 
・看護師や受付スタッフにとって使いやすい運用 
・病院・施設側に必要なマーカーや設備 
・実証実験を行う際に必要な安全条件

今後の開発の進め方
交流会では、障害当事者、ご家族、医療・福祉従事者、施設関係者から実際の
困りごとや不安を伺い、開発仕様に反映したいと考えています。特に、院内で
の停止位置、音声案内、手動切替、介助者操作、診察室前後の運用について意
見を集め、試作機の改良につなげます。将来的には、病院・クリニック・介護
施設などでの実証を通じて、安全性、操作性、運用負担を検証し、現場に導入
しやすい院内移動支援システムとして発展させていきます。

2026年の正式な出展要項
この交流会は「障害当事者・家族・医療福祉従事者などの
ニーズ側」と「開発企業・研究者などのシーズ側」が意見
交換し、支援機器の開発・改良につなげる場です。試作機
や改良中の機器、すでに商品化済みでもニーズを踏まえた
改良意向がある機器が対象になっています。

今回の企画は、かなり相性がよいと思います。 
出展テーマは、「座ったまま院内を移動できる、自動運転
支援機能付き電動車椅子」として整理したいと思います。

申込資料の方向性
出展申込では、単に「自動運転できます」と打ち出すよ
り、交流会の趣旨に合わせて、次のように見せる。

開発目的 

病院・福祉施設内で、歩行に不安がある方や車椅子利用者
が、受付・診察室前・会計などへ安心して移動できる仕組
みを検討する。

現実的な運用 
現段階では、受付から診察室前までを自動走行の対象と
し、診察室内への入室は本人の手動操作、または看護師・
介助者の手押しで行う。完全自動化ではなく、安全な範囲
から段階的に自動化する。

交流会で聞きたいこと 
当事者・家族・医療福祉従事者から、院内移動で困る場面、
音声案内のわかりやすさ、停止位置、手動切替、介助者操
作、安全への不安などを聞き、開発仕様に反映する。



出展機器・開発テーマ名
院内移動支援 自動運転機能付き電動車椅子 
— aWalk formal WH-01をベースとした開発プログラム —

概要
病院や福祉施設などの屋内環境において、歩行に不安がある方や車椅子利用者が、受付・診察室前・会計
などへ安全に移動できることを目指した、自動運転支援機能付き電動車椅子の開発プログラムです。
音声指示、院内マップ、各種センサー、停止位置マーカーを組み合わせ、利用者が座ったまま目的地付近
まで移動できる仕組みを検討しています。

開発の背景・課題
病院内では、受付後の診察室前への移動、診察後の会計への移動、検査室やリハビリ室への移動など、短
距離であっても歩行に不安のある方にとって負担となる場面があります。
また、介助者やスタッフが常に付き添えるとは限らず、利用者本人の操作能力によって移動の自由度が左
右されることもあります。こうした院内移動の不安や負担を軽減するため、安全性を優先した自動運転支
援機能の開発を検討しています。

想定する利用者
歩行に不安がある高齢者、車椅子利用者、長距離歩行が難しい方、病院・福祉施設内での移動に負担を感
じる方を想定しています。
特に、受付から診察室前、会計、検査室、リハビリ室など、施設内の決められた場所まで安全に移動した
い方の利用を想定しています。

想定する利用場面
受付から診察室前までの移動、診察室前での待機、診察後の会計前への移動、検査室・リハビリ室・薬局
前などへの施設内移動を想定しています。
現段階では、診察室内への完全自動入室までは行わず、診察室前で自動運転を終了し、その先は利用者の
手動操作、または看護師・介助者による手押し操作に切り替える運用を想定しています。

主な機能
・音声指示による目的地指定 
・院内マップに基づくルート移動 
・受付、診察室前、会計前などへの自動走行 
・停止位置マーカーによる安全停止 
・LiDAR、深度カメラ、超音波センサーによる障害物検知 
・歩行者、車椅子、点滴スタンドなどの検知 
・緊急停止ボタンによる物理的停止 
・本人操作、介助者手押し操作への切替 
・自動走行中であることを知らせるLED・音声案内

特徴・セールスポイント
本開発の特徴は、「すべてを自動化する」のではなく、「安全に任せられる範囲を自動化する」点です。
病院内では、ドアの開閉、人の出入り、診察室内のレイアウト変更など、不確定要素が多くあります。そ
のため、受付から診察室前・会計前などの共用通路を自動走行の対象とし、診察室内への入室や細かな位
置調整は人の判断を残す設計としています。
自動運転、手動操作、介助者操作を切り替えられる仕組みにより、安全性と現場での使いやすさの両立を
目指します。

交流会で意見を聞きたい内容
院内移動で不安に感じる場面、自動走行してほしい区間、自動ではなく人の判断を残してほしい場面、診
察室前での停止位置、音声案内や警告音のわかりやすさ、本人操作と介助者操作の切替方法について意見
を伺いたいです。
また、病院・福祉施設側に必要なマーカーや設備、スタッフにとって使いやすい運用方法、実証実験を行
う際の安全条件についても意見交換したいと考えています。

今後の開発方針
交流会で得られた当事者、ご家族、医療・福祉従事者、施設関係者の意見をもとに、実際の院内移動で使
いやすい仕様へ改良していきたいと考えています。
まずは、受付から診察室前・会計前までの安全な自動移動を目標とし、将来的には病院・クリニック・介
護施設などでの実証を通じて、導入しやすい院内移動支援システムとして発展させていきます。
















